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○
本

市
の

気
象

は
、

春
か

ら
秋

に
か

け
て

は

内
陸

盆
地

気
候

と
な

り
、

冬
季

は
日

本
海

か
ら

の
季

節
風

の
影

響
に

よ
っ

て
降

雪
量

が
多

く
日

本
で

も
有

数
の

豪
雪

地
帯

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

特
に

な
し

 
○
本
市
の
気
象
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
内
陸
盆
地
気
候
と
な
り
、

冬
季
は
日
本
海
か
ら
の
季
節
風
の
影
響
に
よ
っ
て
降
雪
量
が
多
く
、
日

本
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（
会

長
）動

植
物

と
気

象
の

関
係

な
ど

も
あ

る
と

い
い

の
で

は
。
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○
年

平
均

気
温

は
1
0
.5

℃
、

平
均

湿
度

は

8
1
.2

5％
、

年
間

降
水

量
は

1
,5

90
m

m
 
で

す
。

ま
た

、
最

深
積

雪
平

均
は

平
地

で
1
4
2
cm

、
山

間
部

で
は

4
5
0c

m
 を

上
回

り
、

１
年

の
う

ち
約

３
分

の
１

の
期

間
が

雪
に

覆
わ

れ
、

特
別

豪
雪

地
帯

に
指

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

   

【
事

務
局

】
 

（平
成

22
年

ま
で

過
去

5年
間

の
平

均
デ

ー
タ

） 

・
平

均
気

温
 

 
 

 
1
1
.5

度
 

・
年

間
降

水
量

 
 
 

1
3
9
6
m

m
 

・
最

深
積

雪
平

均
 

7
5
c
m

（
平

地
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
2
5
0
ｃ
ｍ

（
山

間
地

）
 

◎
3
5
度

以
上

の
何

日
等

々
、

最
高

気
温

の
デ

ー
タ

を
 

◎
H

1
2
デ

ー
タ

は
過

去
5
年

の
平

均
デ

ー
タ

な
の

か
？

 

→
不

明
で

あ
る

の
で

確
認

す
る

。
次

回
以

降
の

た
め

に

減
所

の
デ

ー
タ

は
そ

の
年

度
の

過
去

5
年

平
均

デ
ー

タ

と
す

る
。

 

○
年
平
均
気
温
は

1
1
.5

℃
、
年
間
降
水
量
は

1
,3

96
m

m
 で

す
。
ま
た
、
最

深
積
雪
平
均
は
平
地
で

1
1
5
cm

（
※

1
）
、
山
間
部
で
は

2
50

cm
（
※

２
）
で
、

１
年
の
う
ち
約
３
分
の
１
の
期
間
が
雪
に
覆
わ
れ
、
特
別
豪
雪
地
帯
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（数
値

は
い

ず
れ

も
平

成
22

年
度

ま
で

の
5
年

間
の

平
均

）
 

※
１

 
長

野
地

方
気

象
台

飯
山

地
域

気
象

観
測

所
数

値
 

※
２

 
羽

広
山

観
測

所
数

値
 

 （
参

考
デ

ー
タ

）
 

3
0
度

以
上

（
真

夏
日

）
の

日
 

 
 

 
 

 
 最

高
気

温
 

1
9
96

年
 3

3）
日

 
2
0
06

年
 3

5
日

 
1
9
96

年
 3

4
.5

℃
 

2
0
06

年
 3

6
.℃

 

1
9
97

年
 2

5
日

 
2
0
07

年
 3

8
日

 
1
9
97

年
 3

4
.8

℃
 

2
0
07

年
 3

6
.4

℃
 

1
9
98

年
 2

0）
日

 
2
0
08

年
 3

5）
日

 
1
9
98

年
 3

5
.2

℃
 

2
0
08

年
 3

3
.9

℃
 

1
9
99

年
 3

6
日

 
2
0
09

年
 2

9
日

 
1
9
99

年
 3

6
.5

℃
 

2
0
09

年
 3

5
.8

℃
 

2
0
00

年
 4

8）
日

 
2
0
10

年
 5

1
日

 
2
0
00

年
 3

5
.7

℃
 

2
0
10

年
 3

4
.8

℃
 

）
に

つ
い

て
は

、
品

質
に

軽
微

な
問

題
が

あ
る

か
又

は
統

計
値

を
求

め
る

対
象

と
な

る
資

料
の

一
部

が
許

容
す

る
範

囲
で

欠
け

て
い

る
場

合
 

資
料

３
－

２
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○
積

雪
量

は
市

域
の

南
北

で
大

き
な

差
が

あ

り
、

南
部

は
北

部
に

比
べ

る
と

積
雪

が
少

な
く
、

両
地

域
の

地
域

格
差

が
生

ず
る

要
因

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

特
に

な
し

 
○

積
雪

量
は

市
域

の
南

北
で

大
き

な
差

が
あ

り
、

南
部

は
北

部
に

比
べ

る

と
積

雪
が

少
な

く
、

両
地

域
の

地
域

格
差

が
生

ず
る

要
因

と
な

っ
て

い
ま

す
。
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○
本

市
は

、
長

野
県

で
最

も
低

い
千

曲
川

沖

積
地

に
広

が
る

飯
山

盆
地

を
中

心
に

、
東

側

に
は

三
国

山
脈

、
西

側
に

は
関

田
山

脈
が

連

な
る

南
北

に
細

長
い

地
形

を
呈

し
て

い
ま

す
。

 

特
に

な
し

 

 

○
本
市
は
、
長
野
県
で
最
も
低
い
千
曲
川
沖
積
地
に
広
が
る
飯
山
盆
地

を
中
心
に
、
東
側
に
は
三
国
山
脈
、
西
側
に
は
関
田
山
脈
が
連
な
る
南

北
に
細
長
い
地
形
を
呈
し
て
い
ま
す
。
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○
盆

地
内

に
は

長
峰

丘
陵

等
が

横
た

わ
り

、

ま
た

、
常

盤
平

、
木

島
の

平
、

外
様

平
と

呼
ば

れ
る

３
つ

の
平

が
あ

り
ま

す
。

特
に

常
盤

平
及

び
木

島
の

平
は

、
千

曲
川

の
氾

濫
に

よ
り

上

流
か

ら
運

ば
れ

た
土

砂
が

堆
積

し
て

で
き

た

平
野

で
す

。
 

◎
1
-
4
の

河
川

・
池

沼
の

中
で

細
部

を
 

○
盆
地
内
に
は
長
峰
丘
陵
等
が
横
た
わ
り
、
ま
た
、
常
盤
平
、
木
島
の

平
、
外
様
平
と
呼
ば
れ
る
３
つ
の
平
が
あ
り
ま
す
。
特
に
常
盤
平
及
び

木
島
の
平
は
、
千
曲
川
の
氾
濫
に
よ
り
上
流
か
ら
運
ば
れ
た
土
砂
が
堆

積
し
て
で
き
た
平
野
で
す
。
 

 
○

市
域

の
南

西
部

に
は

斑
尾

高
原

が
、

北
西

部
に

は
鍋

倉
山

、
東

部
に

は
長

野
県

の
郷

土

環
境

保
全

地
域

に
指

定
さ

れ
て

い
る

小
菅

山

が
あ

り
、

多
く
の

自
然

資
源

に
恵

ま
れ

た
立

地

条
件

を
備

え
て

い
ま

す
。

 

◎
森

林
セ

ラ
ピ

ー
、

信
越

ト
レ

イ
ル

に
つ

い
て

触
れ

た

方
が

よ
い

の
で

は
 

○
市
域
の
南
西
部
に
は
斑
尾
高
原
が
、
北
西
部
に
は
鍋
倉
山
、
東
部
に

は
長
野
県
の
郷
土
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
小
菅
山
が
あ

り
、
多
く
の
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
備
え
て
い
ま
す
。

 

 
平

成
1
7年

に
は

、
斑

尾
山

を
起

点
に

関
田

山
脈

の
峠

を
尾

根
沿

い
結

ぶ

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

ル
ー

ト
「信

越
ト

レ
イ

ル
」
が

開
通

。
ま

た
、

平
成

1
8年

４
月

に

は
小

菅
山

、
鍋

倉
山

の
森

を
活

用
し

た
「森

林
セ

ラ
ピ

ー
基

地
い

い
や

ま
」

が
オ

ー
プ

ン
し

、
森

林
の

効
果

で
人

々
を

癒
し

て
い

ま
す

。
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○
本

市
は

、
千

曲
川

沿
い

に
水

田
や

畑
や

果

樹
園

が
広

が
り

、
そ

の
西

側
方

向
に

は
山

並

み
の

緑
地

が
連

続
し

て
い

ま
す

。
こ

の
山

並
み

の
緑

地
は

、
ほ

と
ん

ど
が

二
次

林
と

植
林

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

て
お

り
、

北
西

部
の

市
境

に
沿

っ
た

尾
根

部
に

自
然

植
生

の
分

布
が

み
ら

れ

ま
す

。
 

特
に

な
し

 

   
 

○
本
市
は
、
千
曲
川
沿
い
に
水
田
や
畑
や
果
樹
園
が
広
が
り
、
そ
の
西

側
方
向
に
は
山
並
み
の
緑
地
が
連
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
山
並
み
の
緑

地
は
、
ほ
と
ん
ど
が
二
次
林
と
植
林
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
北

西
部
の
市
境
に
沿
っ
た
尾
根
部
に
自
然
植
生
の
分
布
が
み
ら
れ
ま
す
。
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○
二

次
林

は
、

本
来

の
自

然
林

に
人

間
の

影

響
が

加
わ

る
こ

と
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
た

森
林

で
、

長
野

県
現

存
植

生
調

査
に

よ
る

「ブ
ナ

-
ミ

ズ
ナ

ラ
群

落
」
や

「カ
ス

ミ
ザ

ク
ラ

-
コ

ナ
ラ

群

落
」
を

中
心

と
し

た
植

生
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
二

次
林

の
間

に
、

ス
ギ

･ヒ
ノ

キ
･サ

ワ
ラ

植

林
や

カ
ラ

マ
ツ

植
林

が
分

布
し

て
い

ま
す

。
 

   

◎
【
井

田
委

員
】
 

・
2
0
0
4年

頃
よ

り
ナ

ラ
枯

れ
の

進
行

 

・
2
0
0
4年

頃
よ

り
ツ

キ
ノ

ワ
グ

マ
の

出
没

が
顕

著
に

な

る
（
特

に
ブ

ナ
堅

果
の

不
作

年
） 

 ◎
イ

ノ
シ

シ
・
カ

モ
シ

カ
・シ

カ
の

食
害

 

ハ
ク

ビ
シ

ン
等

々
 

◎
ナ

ラ
枯

れ
は

、
カ

シ
ノ

ガ
キ

ク
イ

ム
シ

に
よ

る
も

の

で
五

束
の

高
橋

さ
ん

の
資

料
に

2
0
0
年

前
に

あ
っ

た

と
の

こ
と

 

○
二
次
林
は
、
本
来
の
自
然
林
に
人
間
の
影
響
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
森
林
で
、
長
野
県
現
存
植
生
調
査
に
よ
る
「
ブ
ナ
-
ミ
ズ

ナ
ラ
群
落
」
や
「
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
-コ

ナ
ラ
群
落
」
を
中
心
と
し
た
植
生

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
次
林
の
間
に
、
ス
ギ
･ヒ

ノ
キ
･
サ
ワ
ラ
植

林
や
カ
ラ
マ
ツ
植
林
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
 

○
平

成
1
6
年

８
月

に
ミ

ズ
ナ

ラ
、

コ
ナ

ラ
な

ど
の

木
が

枯
れ

る
被

害
が

飯
山

市
に

お
い

て
初

め
て

確
認

さ
れ

て
以

来
、

ま
る

で
季

節
は

ず
れ

の
紅

葉
の

よ
う

に
こ

れ
ら

の
木

が
真

っ
赤

に
な

っ
て

枯
れ

る
被

害
が

見
ら

れ
ま

す
。

こ

の
被

害
は

、
カ

シ
ノ

ナ
ガ

キ
ク

イ
ム

シ
が

伝
搬

す
る

病
原

菌
（カ

ビ
の

一
種

）

に
よ

る
伝

染
病

で
す

。
 

 
抜

本
的

な
対

策
は

難
し

い
状

況
で

す
が

、
市

で
は

長
野

県
な

ど
と

も
連

携

し
、

被
害

拡
大

防
止

に
向

け
た

防
除

の
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

ま
す

。
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し

 
○

市
内

の
森

林
で

は
、

ブ
ナ

堅
果

の
不

作
年

な
ど

に
周

期
的

に
ツ

キ
ノ

ワ

グ
マ

の
出

没
が

見
ら

れ
、

平
成

1
6
年

ご
ろ

か
ら

は
特

に
、

そ
の

目
撃

数
が

増

加
傾

向
で

す
。

近
年

は
住

宅
地

に
も

度
々

出
没

し
、

農
産

物
等

の
食

害
も

報
告

さ
れ

て
い

ま
す

。
市

で
は

長
野

県
の

「特
定

鳥
獣

保
護

管
理

計
画

」
に

従
い

、
年

間
捕

獲
数

を
定

め
駆

除
を

行
っ

て
い

ま
す

が
、

出
没

が
増

え
る

原

因
の

1つ
と

し
て

、
里

山
の

整
備

が
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
も

考
え

ら
れ

て
い

ま

す
。

イ
ノ

シ
シ

・
シ

カ
・ハ

ク
ビ

シ
ン

等
、

他
の

鳥
獣

も
含

め
、

人
間

と
動

物
が

う
ま

く
共

存
す

る
こ

と
が

可
能

な
環

境
づ

く
り

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

（
委

員
）計

画
の

こ
の

部
分

に
つ

い
て

の
記

載
と

し
て

は
問

題
な

い
と

思
う

が
、

対
策

と
し

て
具

体
的

に
考

え
て

い
る

こ
と

は
あ

る
か

。
 

（
事

務
局

）
対

策
は

基
本

的
に

５
章

部
分

で
示

す
こ

と
と

し
た

い
が

、
土

地
利

用
な

ど
他

の
分

野
に

つ
い

て
も

総
合

的
に

考
え

対
策

を
考

え
る

よ
う

に
し

た

い
。

 

（
委

員
）里

山
の

荒
廃

も
心

配
さ

れ
る

が
、

最
近

、
森

林
組

合
が

手
を

入
れ

始
め

て
い

て
そ

れ
が

広
が

る
と

い
い

。
 

（
委

員
）こ

れ
に

関
連

し
て

、
近

年
は

害
獣

が
増

え
人

間
が

柵
の

中
に

暮
ら

し
て

い
る

よ
う

な
状

態
に

な
っ

て
い

る
と

感
じ

る
。

も
う

す
こ

し
積

極
的

に
害

獣

を
駆

除
す

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
謳

う
こ

と
は

で
き

な
い

も
の

か
。

昔
の

よ
う

な
生

態
系

が
崩

れ
て

い
る

中
で

、
市

内
で

も
家

庭
菜

園
な

ど
は

柵
の

中
で

栽
培

し
て

い
る

状
況

。
動

物
愛

護
と

い
う

考
え

も
あ

る
中

で
、

積
極

的
に

駆

除
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

は
難

し
い

も
の

か
。

自
衛

手
段

と
し

て
例

え
ば

「ト

ラ
バ

サ
ミ

」が
法

的
に

許
さ

れ
て

い
る

の
か

ど
う

か
わ

か
ら

な
い

が
、

違
法

行

為
で

作
物

を
守

る
と

い
う

の
は

あ
ま

り
い

い
状

況
で

は
な

い
と

思
う

。
 

（
事

務
局

）
中

山
間

地
に

お
け

る
こ

う
し

た
課

題
を

総
合

的
に

考
え

、
関

係
課

と
協

議
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

い
。
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○
市

の
北

西
部

の
尾

根
筋

に
分

布
す

る
自

然

植
生

は
、

チ
シ

マ
ザ

サ
-ブ

ナ
群

団
の

植
生

と

な
っ

て
お

り
、

こ
の

あ
た

り
の

地
域

に
本

来
的

に
分

布
す

る
自

然
の

森
林

と
い

え
ま

す
。

 

特
に

な
し

 
○
市
の
北
西
部
の
尾
根
筋
に
分
布
す
る
自
然
植
生
は
、
チ
シ
マ
ザ
サ
-ブ

ナ
群
団
の
植
生
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
あ
た
り
の
地
域
に
本
来
的
に
分

布
す
る
自
然
の
森
林
と
い
え
ま
す
。
 

市 民 環 境 課

 

○
一

方
、

市
域

を
縦

断
し

て
流

れ
る

千
曲

川

の
河

原
に

は
、

河
川

な
ら

で
は

の
ヤ

ナ
ギ

低

木
群

落
を

中
心

と
し

た
自

然
植

生
の

分
布

が

見
ら

れ
ま

す
。

 

◎
ヤ

ナ
ギ

、
ニ

セ
ア

カ
シ

ア
も

・・
・
 

○
一
方
、
市
域
を
縦
断
し
て
流
れ
る
千
曲
川
の
河
原
に
は
、
河
川
な
ら

で
は
の
ヤ
ナ
ギ
低
木
群
落
を
中
心
と
し
た
自
然
植
生
の
分
布
が
見
ら
れ

ま
す
。
 

市 民 環 境 課

 

○
本

市
の

山
地

に
は

、
雪

国
な

ら
で

は
の

植

物
と

し
て

、
早

春
、

残
雪

の
間

に
美

し
い

真
紅

の
花

を
咲

か
せ

る
ユ

キ
ツ

バ
キ

が
植

生
し

、
昭

和
4
9
年

８
月

に
市

の
木

で
あ

る
ブ

ナ
と

と
も

に
、

市
の

花
と

し
て

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

特
に

な
し

 
○
本
市
の
山
地
に
は
、
雪
国
な
ら
で
は
の
植
物
と
し
て
、
早
春
、
残
雪

の
間
に
美
し
い
真
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
ユ
キ
ツ
バ
キ
が
植
生
し
、
昭
和

4
9
年
８
月
に
市
の
木
で
あ
る
ブ
ナ
と
と
も
に
、
市
の
花
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

      
(2

) 
自

然
保

護
 

担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課

    

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

    
委

員
委

員
委

員
委

員
か

ら
か

ら
か

ら
か

ら
出 出出出

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

    

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

の ののの
変

化
変

化
変

化
変

化
、 、、、

考
慮

考
慮

考
慮

考
慮

す
べ

き
す

べ
き

す
べ

き
す

べ
き

事
項

等
事

項
等

事
項

等
事

項
等

    
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

市 民 環 境 課

 

○
本

市
の

小
菅

山
一

帯
（
4
9
3.

4
9
h
a）

は
、

歴

史
的

に
特

色
の

あ
る

自
然

環
境

地
域

と
し

て
、

長
野

県
自

然
環

境
保

全
条

例
に

基
づ

く
郷

土

環
境

保
全

地
域

の
指

定
を

受
け

て
い

ま
す

。
 

◎
郷

土
環

境
保

全
地

域
指

定
は

小
菅

の
み

 
○
本
市
の
小
菅
山
一
帯
（
4
93
.
4
9
h
a）

は
、
歴
史
的
に
特
色
の
あ
る
自

然
環
境
地
域
と
し
て
、
長
野
県
自
然
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
く
郷
土
環

境
保
全
地
域
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
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○
市

の
自

然
保

護
条

例
に

お
い

て
は

、
ゴ

ル

フ
場

、
別

荘
団

地
、

ス
キ

ー
場

等
の

開
発

で
、

一
定

の
規

模
を

超
え

る
行

為
を

行
う

場
合

は
、

市
へ

届
出

を
行

う
と

と
も

に
、

自
然

保
護

協
定

の
締

結
を

義
務

づ
け

て
い

ま
す

。
 

特
に

な
し

 
○
市
の
自
然
保
護
条
例
に
お
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
場
、
別
荘
団
地
、
ス
キ

ー
場
等
の
開
発
で
、
一
定
の
規
模
を
超
え
る
行
為
を
行
う
場
合
は
、
市

へ
届
出
を
行
う
と
と
も
に
、
自
然
保
護
協
定
の
締
結
を
義
務
づ
け
て
い

ま
す
。
 

 
 

 
(3

) 
天

然
記

念
物

 

担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課

    

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

    
委

員
委

員
委

員
委

員
か

ら
か

ら
か

ら
か

ら
出 出出出

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

    

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

の ののの
変

化
変

化
変

化
変

化
、 、、、

考
慮

考
慮

考
慮

考
慮

す
べ

き
す

べ
き

す
べ

き
す

べ
き

事
項

等
事

項
等

事
項

等
事

項
等

    
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

学 習 支 援 課

 

○
本

市
に

は
、

文
化

財
と

し
て

の
天

然
記

念

物
が

1
5 

件
指

定
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
ほ

と
ん

ど
が

巨
樹

巨
木

で
占

め
て

い
ま

す
。

 

  

【
井

田
委

員
】
 

◎
以

下
の

よ
う

な
物

件
追

加
が

望
ま

し
い

。
 

・
保

全
地

域
指

定
（
例

え
ば

，
鍋

倉
山

の
ブ

ナ
林

，
オ

オ

ル
リ

シ
ジ

ミ
繁

殖
地

）
 

・
文

化
的

景
観

（
人

間
活

動
を

含
め

た
植

生
景

観
）
（例

え
ば

柄
山

地
区

の
民

家
群

と
背

景
の

里
山

植
生

） 

○
本
市
に
は
、
文
化
財
と
し
て
の
天
然
記
念
物
が

1
6件

指
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
巨
樹
巨
木
で
占
め
て
い
ま
す
。
 

 

学 習 支 援 課

 

○
こ

の
う

ち
、

黒
岩

山
の

約
75

ha
 
は

、
ギ

フ
チ

ョ
ウ

と
ヒ

メ
ギ

フ
チ

ョ
ウ

の
混

棲
地

と
し

て
国

の

指
定

を
受

け
て

い
ま

す
が

、
近

年
、

幼
虫

の
餌

で
あ

る
コ

シ
ノ

カ
ン

ア
オ

イ
、

カ
ン

ア
オ

イ
、

ウ
ス

バ
サ

イ
シ

ン
等

の
植

物
が

減
少

し
た

こ
と

も
あ

っ
て

、
特

に
ヒ

メ
ギ

フ
チ

ョ
ウ

は
ほ

と
ん

ど
み

ら

れ
な

く
な

っ
て

い
ま

す
。

 

 

◎
【
小

林
和

男
委

員
】
 

・
環

境
省

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

の
絶

滅
危

惧
種

Ⅰ
類

に
分

類
さ

れ
て

い
る

オ
オ

ル
リ

シ
ジ

ミ
の

生
息

 

◎
【
井

田
委

員
】
 

以
下

，
新

た
な

天
然

記
念

物
指

定
候

補
物

件
と

し
て

要
検

討
（
ナ

ベ
ク

ラ
ザ

ゼ
ン

ソ
ウ

、
オ

オ
ル

リ
シ

ジ
ミ

）
 

◎
オ

オ
ル

リ
シ

ジ
ミ

の
観

察
会

過
日

実
施

 
2頭

確

認
。

エ
サ

の
ク

ラ
ラ

が
繁

殖
し

て
い

る
た

め
。

 

○
こ
の
う
ち
、
黒
岩
山
の
約
75
h
a
 
は
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
と
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
の
混
棲
地
と
し
て
国
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
幼
虫
の

餌
で
あ
る
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
、
カ
ン
ア
オ
イ
、
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
等

の
植
物
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
特
に
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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新
規

追
加

 

 
○

一
方

、
近

年
、

市
内

の
ス

キ
ー

場
跡

地
に

お
い

て
、

環
境

省
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
の

絶
滅

危
惧

種
Ⅰ

類
に

分
類

さ
れ

て
い

る
オ

オ
ル

リ
シ

ジ
ミ

が
生

息
し

て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
ナ

ベ
ク

ラ
ザ

ゼ
ン

ソ
ウ

な
ど

の
希

少
性

の
高

い
植

物
等

も
視

野
に

入
れ

て
、

新
た

な
天

然
記

念
物

指
定

の
検

討
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

希
少

な
野

生
動

植
物

が
生

息
す

る
環

境
は

そ
れ

自
体

が
貴

重
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
オ

オ
ル

リ
シ

ジ
ミ

の
生

息
地

や
鍋

倉
山

の
ブ

ナ

林
を

環
境

保
全

地
域

に
指

定
す

る
な

ど
し

て
、

絶
滅

に
瀕

し
た

動
植

物
や

貴

重
な

植
物

相
を

保
護

し
て

い
く
こ

と
の

重
要

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

学 習 支 援 課

 

新
規

追
加

 

 
○

ま
た

、
文

化
的

景
観

は
比

較
的

新
し

い
概

念
で

す
が

、
例

え
ば

、
柄

山
地

区
の

民
家

群
と

背
後

の
里

山
の

植
生

に
よ

る
魅

力
あ

る
景

観
は

、
人

間
と

自
然

と
の

長
期

に
亘

る
相

互
作

用
に

よ
っ

て
生

み
出

さ
れ

た
文

化
遺

産
で

あ
り

、
今

後
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
も

文
化

財
と

し
て

指
定

等
を

考
慮

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

 

    
(4

) 
鳥

獣
保

護
 

担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課

    

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

    
委

員
委

員
委

員
委

員
か

ら
か

ら
か

ら
か

ら
出 出出出

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

    

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

の ののの
変

化
変

化
変

化
変

化
、 、、、

考
慮

考
慮

考
慮

考
慮

す
べ

き
す

べ
き

す
べ

き
す

べ
き

事
項

等
事

項
等

事
項

等
事

項
等

    
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

学 習 支 援 課

 

○
本

市
に

は
鳥

獣
保

護
区

と
し

て
現

在
、

長

峰
、

北
竜

湖
、

野
々

海
の

３
地

区
が

指
定

さ
れ

て
お

り
、

北
竜

湖
の

湖
水

面
は

特
別

保
護

地

区
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

 

特
に

な
し

 
○
本
市
に
は
鳥
獣
保
護
区
と
し
て
現
在
、
長
峰
、
北
竜
湖
、
野
々
海
の

３
地
区
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
北
竜
湖
の
湖
水
面
は
特
別
保
護
地
区
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 



現
状

分
析

修
正

シ
ー

ト
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1
案

】（
第

2
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第
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環

境
」）

 

 
8
 

農 林 課

 

○
ま

た
、

綱
切

橋
か

ら
中

央
橋

ま
で

の
間

の

千
曲

川
流

域
4
8
ha

 
は

、
鉛

散
弾

規
制

区
域

に
指

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

【
事

務
局

】
 

◎
規

制
区

域
指

定
は

変
更

な
し

 

○
ま
た
、
綱
切
橋
か
ら
中
央
橋
ま
で
の
間
の
千
曲
川
流
域
48
h
a
 
は
、
鉛

散
弾
規
制
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

 １
-
４

 
河

川
・湖

沼
 

(1
) 

河
川

 

担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課

    

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

    
委

員
委

員
委

員
委

員
か

ら
か

ら
か

ら
か

ら
出 出出出

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

    

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

の ののの
変

化
変

化
変

化
変

化
、 、、、

考
慮

考
慮

考
慮

考
慮

す
べ

き
す

べ
き

す
べ

き
す

べ
き

事
項

等
事

項
等

事
項

等
事

項
等

    
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

市 民 環 境 課

 

○
市

内
を

縦
断

す
る

形
で

、
飯

山
盆

地
の

ほ

ぼ
中

央
を

南
南

西
か

ら
北

北
東

へ
千

曲
川

が

流
れ

て
い

ま
す

。
千

曲
川

は
そ

の
源

を
甲

武

信
岳

に
発

し
、

長
野

で
犀

川
と

合
流

し
、

本
市

を
流

下
し

て
新

潟
県

で
信

濃
川

と
名

を
改

め
て

日
本

海
へ

注
い

で
い

ま
す

。
 

特
に

な
し

 
○
市
内
を
縦
断
す
る
形
で
、
飯
山
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
を
南
南
西
か
ら
北

北
東
へ
千
曲
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
千
曲
川
は
そ
の
源
を
甲
武
信
岳
に

発
し
、
長
野
で
犀
川
と
合
流
し
、
本
市
を
流
下
し
て
新
潟
県
で
信
濃
川

と
名
を
改
め
て
日
本
海
へ
注
い
で
い
ま
す
。
 

市 民 環 境 課

 

○
千

曲
川

は
、

過
去

何
回

と
な

く
洪

水
を

起
こ

し
て

お
り

、
そ

の
流

路
を

大
き

く
変

え
て

き
ま

し

た
。

現
在

、
市

内
を

流
れ

る
距

離
は

2
3,

8
0
0ｍ

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

◎
洪

水
関

連
の

経
過

記
載

も
 

○
千
曲
川
は
、
過
去
何
回
と
な
く
洪
水
を
起
こ
し
て
お
り
、
そ
の
流
路

を
大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
を
流
れ
る
距
離
は

2
3.

8k
ｍ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

市 民 環 境 課

 

○
千

曲
川

を
挟

ん
で

西
側

に
は

関
田

山
系

、

東
側

に
は

三
国

山
系

が
連

な
っ

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

山
地

か
ら

流
れ

出
て

千
曲

川
に

流
入

す

る
中

小
河

川
が

数
多

く
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
湧

水
や

地
下

水
も

豊
富

で
、

こ
れ

ら
の

河
川

水

や
地

下
水

は
農

業
用

水
、

上
水

道
水

と
し

て

利
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

◎
昔

は
こ

れ
ら

の
川

に
多

く
い

た
シ

ジ
ミ

が
今

は
い

な

い
。

こ
う

し
た

環
境

を
戻

す
こ

と
が

で
き

る
か

。
 

◎
ホ

タ
ル

の
生

息
調

査
も

必
要

で
は

。
 

○
千
曲
川
を
挟
ん
で
西
側
に
は
関
田
山
系
、
東
側
に
は
三
国
山
系
が
連

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
山
地
か
ら
流
れ
出
て
千
曲
川
に
流
入
す
る
中

小
河
川
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
湧
水
や
地
下
水
も
豊
富
で
、
こ

れ
ら
の
河
川
水
や
地
下
水
は
農
業
用
水
、
上
水
道
水
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
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市 民 環 境 課

 

○
一

時
期

、
千

曲
川

の
水

質
汚

濁
が

顕
著

と

な
っ

た
た

め
、

千
曲

川
の

水
を

上
水

道
水

源

や
農

業
用

水
と

し
て

利
用

し
て

い
る

本
市

に
と

っ
て

、
上

流
域

と
連

携
し

た
水

質
浄

化
対

策
、

新
水

道
水

源
の

確
保

は
大

き
な

課
題

と
な

り

ま
し

た
。

 

◎
現

在
、

上
水

道
水

源
は

全
市

清
水

化
達

成
 

 

○
以

前
は

千
曲

川
の

水
を

上
水

道
水

源
と

し
て

利
用

し
て

い
ま

し
た

が
、

市

内
各

地
で

水
源

開
発

が
進

め
ら

れ
た

結
果

、
平

成
1
4年

か
ら

は
市

内
全

域

で
清

水
を

水
源

と
す

る
こ

と
が

で
き

、
千

曲
川

か
ら

の
上

水
道

水
源

と
し

て

の
取

水
は

し
て

い
ま

せ
ん

。
 

（
委

員
）上

水
道

は
他

の
分

野
に

も
出

て
く
る

の
で

整
理

し
た

ほ
う

が
い

い
の

で
は

。
 

市 民 環 境 課

 

○
千

曲
川

は
、

本
市

の
景

観
形

成
に

お
け

る

軸
と

な
る

存
在

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

良
好

な
河

川
環

境
の

保
全

を
図

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

飯
山

市
ら

し
さ

を
備

え
た

郷
土

景
観

や
風

土
の

保

全
・
創

出
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
 

◎
千

曲
川

の
堤

防
整

備
は

、
景

観
を

配
慮

し
な

が

ら
、

と
い

う
記

述
が

必
要

で
は

。
 

◎
一

度
水

が
入

っ
て

も
復

旧
可

能
な

堤
防

整
備

を
。

 

○
千
曲
川
は
、
本
市
の
景
観
形
成
に
お
け
る
軸
と
な
る
存
在
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
飯
山
市

ら
し
さ
を
備
え
た
郷
土
景
観
や
風
土
の
保
全
・
創
出
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

 

     
(2

) 
湖

沼
 

担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課

    

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

    
委

員
委

員
委

員
委

員
か

ら
か

ら
か

ら
か

ら
出 出出出

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

    

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

の ののの
変

化
変

化
変

化
変

化
、 、、、

考
慮

考
慮

考
慮

考
慮

す
べ

き
す

べ
き

す
べ

き
す

べ
き

事
項

等
事

項
等

事
項

等
事

項
等

    
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

市 民 環 境 課

 

○
本

市
に

は
、

大
小

数
多

く
の

湖
沼

が
あ

り
ま

す
が

、
代

表
的

な
も

の
は

沼
池

(斑
尾

)、
桂

池
、

中
古

池
(い

ず
れ

も
黒

岩
山

)、
茶

屋
池

(鍋
倉

)、
針

湖
(長

峰
丘

陵
)、

北
竜

湖
(瑞

穂
小

菅
)で

す
。

 

沼
池

⇒
希

望
湖

の
記

述
確

認
要

 
○
本
市
に
は
、
大
小
数
多
く
の
湖
沼
が
あ
り
ま
す
が
、
代
表
的
な
も
の

は
沼
池
(
斑
尾
)、

桂
池
、
中
古
池
(
い
ず
れ
も
黒
岩
山
)、

茶
屋
池
(
鍋
倉
)
、

針
湖
(長

峰
丘
陵
)、

北
竜
湖
(瑞

穂
小
菅
)で

す
。
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案
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市 民 環 境 課

 

○
本

市
の

湖
沼

の
特

徴
は

、
雪

解
け

水
を

溜

め
、

水
田

の
灌

漑
用

水
を

供
給

す
る

機
能

を

果
た

し
て

い
る

点
で

す
。

ま
た

、
標

高
の

高
い

場
所

に
あ

る
湖

沼
は

雪
解

け
が

遅
く
な

る
た

め
、

夏
の

期
間

が
短

く
水

が
暖

ま
り

に
く
い

、

水
深

の
浅

い
湖

沼
は

か
ん

が
い

用
水

と
し

て

排
水

さ
れ

る
た

め
、

湖
水

の
大

部
分

が
雪

解

け
水

や
湧

水
と

入
れ

替
わ

り
、

水
が

汚
れ

に
く

い
等

の
特

徴
が

あ
り

ま
す

。
 

特
に

な
し

 
○
本
市
の
湖
沼
の
特
徴
は
、
雪
解
け
水
を
溜
め
、
水
田
の
灌
漑
用
水
を

供
給
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
点
で
す
。
ま
た
、
標
高
の
高
い
場
所

に
あ
る
湖
沼
は
雪
解
け
が
遅
く
な
る
た
め
、
夏
の
期
間
が
短
く
水
が
暖

ま
り
に
く
い
、
水
深
の
浅
い
湖
沼
は
か
ん
が
い
用
水
と
し
て
排
水
さ
れ

る
た
め
、
湖
水
の
大
部
分
が
雪
解
け
水
や
湧
水
と
入
れ
替
わ
り
、
水
が

汚
れ
に
く
い
等
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
 

   １
-
５

 
地

下
水

 

担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課

 

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

    
委

員
委

員
委

員
委

員
か

ら
か

ら
か

ら
か

ら
出 出出出

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

    

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

の ののの
変

化
変

化
変

化
変

化
、 、、、

考
慮

考
慮

考
慮

考
慮

す
べ

き
す

べ
き

す
べ

き
す

べ
き

事
項

等
事

項
等

事
項

等
事

項
等

    
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

市 民 環 境 課

 

○
飯

山
盆

地
は

周
囲

を
山

で
囲

ま
れ

、
そ

の

山
地

を
水

源
と

す
る

多
く
の

河
川

が
流

下
し

て

い
る

た
め

扇
状

地
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地

下
水

に
恵

ま
れ

た
地

域
と

な
っ

て
い

ま
す

。
本

地
域

に
は

10
0
本

近
い

井
戸

が
分

布
し

て
お

り
、

１
日

の
揚

水
量

は
1
0
 万

㎥
と

推
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

特
に

な
し

 
○
飯
山
盆
地
は
周
囲
を
山
で
囲
ま
れ
、
そ
の
山
地
を
水
源
と
す
る
多
く

の
河
川
が
流
下
し
て
い
る
た
め
扇
状
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

下
水
に
恵
ま
れ
た
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
地
域
に
は
10
0
本
近
い
井

戸
が
分
布
し
て
お
り
、
１
日
の
揚
水
量
は
1
0
 万

㎥
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
 



現
状

分
析

修
正

シ
ー

ト
【第

1
案

】（
第

2
章

第
1

節
「自

然
環

境
」）

 

 
1
1
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○
地

域
が

ら
、

地
下

水
の

90
％

以
上

は
、

道
路

等

の
消

雪
用

に
利

用
に

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

消
雪

用

水
の

利
用

は
冬

期
間

（1
2 

月
頃

～
3 

月
頃

）に
限

ら
れ

て
い

ま
す

。
消

雪
用

水
の

ほ
か

は
、

水
道

用

水
、

工
業

用
水

等
に

利
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

特
に

な
し

 
○
地
域
が
ら
、
地
下
水
の
9
0％

以
上
は
、
道
路
等
の
消
雪
用
に
利
用
に

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
消
雪
用
水
の
利
用
は
冬
期
間
（
1
2
 月

頃
～
3
 
月
頃
）

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
雪
用
水
の
ほ
か
は
、
水
道
用
水
、
工
業
用
水

等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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○
市

街
地

を
中

心
に

、
冬

期
間

、
消

雪
用

と
し

て
の

地
下

水
の

汲
み

上
げ

が
集

中
す

る
こ

と

に
よ

っ
て

、
地

下
水

位
の

低
下

や
地

盤
沈

下

を
招

く
お

そ
れ

が
あ

り
ま

す
。

 

◎
地

下
水

の
低

下
、

地
盤

沈
下

の
危

険
性

に
つ

い
て

こ
の

1
0年

で
変

化
は

あ
る

か
。

 

 

○
市
街
地
を
中
心
に
、
冬
期
間
、
消
雪
用
と
し
て
の
地
下
水
の
汲
み
上

げ
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
下
水
位
の
低
下
や
地
盤
沈
下
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

  「
第

1
節
 
自

然
環

境
」
で

追
加

し
た

方
が

良
い

項
目

等
 

◎
追

加
を

要
す

る
と

思
わ

れ
る

項
目

 

・
植

生
に

加
え

，
植

物
相

，
動

物
相

に
つ

い
て

も
簡

単
な

記
述

が
欲

し
い

。
 

 
→

希
少

種
等

，
注

目
す

べ
き

動
植

物
の

現
状

の
記

載
は

環
境

変
化

の
指

標
と

な
る

。
 

・
耕

作
地

お
よ

び
集

落
域

の
動

植
物

相
に

関
す

る
記

述
 

 
→

草
刈

り
等

の
人

為
的

な
管

理
に

よ
っ

て
維

持
さ

れ
る

植
物

（カ
タ

ク
リ

等
）も

多
い

 

 
→

近
年

，
外

来
生

物
の

増
殖

が
著

し
い

（フ
ラ

ン
ス

ギ
ク

，
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
等

）
 

 ◎
ア

レ
チ

ウ
リ

現
状

記
載

、
拡

大
防

止
対

策
 

（
委

員
）こ

こ
で

は
ア

レ
チ

ウ
リ

に
限

定
さ

れ
て

い
る

が
、

先
日

オ
オ

ル
リ

シ
ジ

ミ
の

保
護

活
動

で
生

息
地

へ
行

っ
た

際
、

「ワ
ル

ナ
ス

」
と

い
う

特
定

外
来

植
物

を
初

め
て

知
っ

た
。

後
日

、
長

峰
を

通

る
と

、
そ

の
ワ

ル
ナ

ス
が

多
く
生

え
て

い
る

こ
と

に
驚

い
た

。
 

（
委

員
）ア

レ
チ

ウ
リ

は
城

山
の

東
側

に
昔

ず
っ

と
あ

っ
た

。
 

（
事

務
局

）
こ

の
審

議
会

で
は

度
々

特
定

外
来

種
繁

殖
に

つ
い

て
の

意
見

が
多

く
出

さ
れ

て
い

る
。

本
資

料
記

載
さ

れ
て

い
る

文
章

は
本

文
の

み
だ

が
、

こ
の

ほ
か

に
こ

の
地

域
で

見
ら

れ
る

特

定
外

来
植

物
を

表
や

写
真

で
紹

介
す

る
こ

と
も

検
討

し
た

い
。

 

 


